
同じ中学生の連句作品から学ぼう 

次の連句はお茶の水女子大学附属中学校３年生の作品です。歌仙３６句から１２句のお茶中オリジナル

形式の連句です。同じ発句からスタートしても、グループによって発想の違いや意外性があります。 
 
 
 
 
 
 
 

 
※生徒作品の作者名は生徒が考えた俳号です。 

発句 梅雨明けの空に一筆飛行機雲 伊藤勇夫 発句 梅雨明けの空に一筆飛行機雲 伊藤勇夫

脇句 硝子の空気に心を洗う 赤鉤 脇句 かさを閉じれば輝く太陽 露見男

第三 森の中とうめいな水ながれ来て 真っ平 第三 昼休み子どもがさわぐ声がして 花音

四 かすかに響くひぐらしの声 中吉 四 ああ秋休みなんでないのか 角果

五 木の枝にとまる小鳥が月ながめ 赤鉤 五 お月見と祝いし友の誕生日 樹璃江戸

六 夢に見る少女長夜の星に 末吉 六 もみじ彩るお団子の上 花音

七 告白の予行演習繰り返し 中吉 七 窓越しになんで露見男は露見男なの 樹璃江戸

八 叶わぬ恋に涙こぼれる 赤鉤 八 来世も君の名は忘れない 露見男

九 恒例の独りですごすクリスマス 中吉 九 雪降る日あなたのことを思い出す 樹璃江戸

十 ガリガリガリと受験勉強 真っ平 十 生クリームはカロリー高め 角果

十一 アイス食べ満面の笑み花が咲き 末吉 十一 届かない手を伸ばしてもあの花に 露見男

挙句 新しい制服さあスタートだ 中吉 挙句 出会いと別れ桜の季節 花音

発句 うるむほど紫陽花あをし朝の路 雅辺 発句 うるむほど紫陽花あをし朝の路 雅辺

脇句 先ゆく声と傘のあざやか 月代　碧 脇句 青空映す君の虹彩 浅葱

第三 太陽の光笑顔にはじかせて 瑠衣 第三 ありし日の無垢な心よ今は無し 凪

四 夕日眺めてなつかしむ過去 秋山馬七 四 歩きまわるや新宿の夜 木通

五 夏祭り花火見るより君見たい 瑠衣 五 見上げてる行き交う人に盆の月 浅葱

六 「はぐれぬように」私を引く手 碧 六 落ち葉がうたう秋は肌寒 木通

七 彼の背をながめて遠のく私の恋 駒李 七 運命だ二人を結ぶあの指輪 凪

八 十五夜ひとりだんごほおばる 馬七 八 三月たたずに協議離婚へ 木通

九 かじかむ手窓辺に並ぶ雪うさぎ 碧 九 涙ふき木枯らしの吹く夜の街 浅葱

十 思い出はみな川に流れて 馬七 十 心を照らすツリーの光 凪

十一 咲きほこる私のハートが一目惚れ 駒李 十一 花育て風のガーデン華やかに 木通

挙句 桜のように笑いかける彼 瑠衣 挙句 わたしの心いつも春暁 浅葱

「受験生の一年」の巻 「ロミオとジュリエット」の巻

「別れと出会い」の巻 「流されて」の巻

＜お茶中連句式目＞                   ※式目とは連句の決まりのことです。 

➀定型(575•77)をできるだけ守る。(字余りは可、字足らずは不可) 
②【月】【花】【恋】の句を 5 句目以降必ず入れる。(月・花は定座あり) 
③なるべく四季を入れよう。 
④同じ題材や言葉は一巻に一つ。生活・社会のいろんな場面(実も虚も)を描こう！ 
⑤付句を独占しない。連句は「座の文芸」。協力と協調で、楽しく良い作品を。 


